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(57)【要約】
【課題】対象物の輪郭を決定することにより、レンダリ
ング処理範囲とレンダリング処理に用いられない領域と
の境界を示す境界線を決定すること。
【解決手段】本実施形態に係る超音波診断装置は、超音
波プローブと、超音波プローブを介して被検体へ向けて
超音波を送信し、送信された超音波に対応する反射波を
被検体から受信し、受信した反射波に基づいて受信信号
を発生する送受信部と、受信信号に基づいて被検体の断
面画像を発生する断面画像発生部と、断面画像上におけ
る対象物の輪郭上の輪郭点を探索するための複数の探索
範囲を断面画像上に設定する探索範囲設定部と、探索範
囲に含まれる画素の輝度値に基づいて輪郭点を決定する
輪郭点決定部とを具備し、探索範囲設定部は、複数の探
索範囲それぞれの中心位置を隣接する探索範囲内の輪郭
点の位置に応じて決定し、複数の探索範囲の中の特定の
探索範囲の中心位置を、操作者により指定された位置に
従って決定することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブと、
　前記超音波プローブを介して、被検体へ向けて超音波を送信し、前記送信された超音波
に対応する反射波を前記被検体から受信し、前記受信した反射波に基づいて受信信号を発
生する送受信部と、
　前記受信信号に基づいて前記被検体の断面画像を発生する断面画像発生部と、
　前記断面画像上における対象物の輪郭上の輪郭点を探索するための複数の探索範囲を、
前記断面画像上に設定する探索範囲設定部と、
　前記探索範囲に含まれる画素の輝度値に基づいて、前記輪郭点を決定する輪郭点決定部
とを具備し、
　前記探索範囲設定部は、
　前記複数の探索範囲それぞれの中心位置を、隣接する探索範囲内の輪郭点の位置に応じ
て決定し、
　前記複数の探索範囲の中の特定の探索範囲の中心位置を、操作者により指定された位置
に従って決定すること、
　を特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記輪郭点決定部は、前記指定された位置を含む超音波走査線上の画素の輝度値に基づ
いて、前記超音波走査線上における輪郭点をさらに決定すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記探索範囲設定部は、輪郭点が決定されない探索範囲に対して、前記探索範囲を拡張
させること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記操作者により前記断面画像に設定されたレンダリング領域のうち、レンダリング処
理が実行される領域とレンダリング処理から除外される領域との境界を示すカットライン
を決定するカットライン決定部とをさらに具備し、
　前記カットライン決定部は、
　前記断面画像上で決定された輪郭点に基づいて、前記対象物の輪郭を近似し、
　前記近似された輪郭と前記レンダリング領域の両端に位置する端線との交点の座標を決
定し、
　前記決定された交点の座標と前記指定された位置の座標とを通るように前記カットライ
ンを決定すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記カットライン決定部は、
　前記指定された位置から表示画面の下端に垂直に下ろした直線に従って、前記断面画像
の前記レンダリング領域を第１の領域と第２の領域とに分割し、
　前記第１の領域における前記輪郭点の座標に基づいて、前記対象物の輪郭を第１の直線
で近似し、
　前記指定された位置を通り前記第１の直線の傾きを有する直線と、前記第１の領域の端
に位置し前記レンダリング領域を分割した直線の反対側の端線との第１の交点の座標を決
定し、
　前記第２の領域における前記輪郭点の座標に基づいて、前記対象物の輪郭を第２の直線
で近似し、
　前記指定された位置を通り前記第２の直線の傾きを有する直線と、前記第２の領域の端
に位置し前記レンダリング領域を分割した直線の反対側の端線との第２の交点の座標を決
定し、
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　前記指定された位置の座標と前記第１の交点の座標と前記第２の交点の座標とを通るよ
うに前記カットラインを決定すること、
　を特徴とする請求項４記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記探索範囲設定部は、前記複数の探索範囲を、前記断面画像における予め設定された
領域に設定すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記輪郭点決定部は、
　所定の閾値に達した前記輝度値を有する画素の座標の近傍の点を輪郭点として決定する
こと、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記探索範囲設定部は、決定された第１の輪郭点と第２の輪郭点とに基づいて、前記探
索範囲を拡張させること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記輪郭点決定部は、
　前記探索範囲に含まれる複数の画素に対して輪郭点が決定されない場合、予め設定され
た曲線に基づいて、輪郭点を決定すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記決定された輪郭点を結んだ輪郭を、前記断面画像に重ねる画像合成部をさらに具備
すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記画像合成部は、前記操作者の指示に従って、前記輪郭を、前記断面画像における前
記超音波プローブを前記被検体に接触させた位置に向けて平行移動させること、
　を特徴とする請求項１０記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　前記画像合成部は、前記輪郭の一部を、操作者からの指示に従って修正させること、
　を特徴とする請求項１０記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　前記カットライン決定部で決定されたカットラインを、前記断面画像に重ねる画像合成
部をさらに具備すること、
　を特徴とする請求項４記載の超音波診断装置。
【請求項１４】
　前記輪郭点決定部は、
　前記探索範囲内の隣り合う２つの画素の輝度値の差分値、または前記差分値の絶対値を
計算し、
　所定の閾値に達した前記差分値または前記絶対値に関する隣り合う２つの画素のうち、
輝度値が低い方の画素を輪郭点として決定すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項１５】
　前記受信信号に基づいて、前記被検体のボリュームデータを発生するボリュームデータ
発生部と、
　前記対象物に関するレンダリング画像を発生するレンダリング画像発生部とをさらに具
備し、
　前記レンダリング画像発生部は、
　前記決定された輪郭点に基づいてレンダリング処理範囲を制限し、
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　前記制限されたレンダリング処理範囲に含まれる前記ボリュームデータに基づいて、前
記対象物のレンダリング画像を発生すること、
　を特徴とする超音波診断装置。
【請求項１６】
　超音波を被検体に向けて送信させることと、
　前記送信させた超音波に対応する反射波を前記被検体から受信させ、前記受信させた反
射波に基づいて受信信号を発生させることと、
　前記受信信号に基づいて前記被検体の断面画像を発生させることと、
　前記断面画像上における対象物の輪郭上の輪郭点を探索するための複数の探索範囲を、
前記断面画像上に設定させることと、
　前記探索範囲に含まれる画素の輝度値に基づいて前記輪郭点を決定させることと、
　前記複数の探索範囲を前記断面画像上に設定させることは、
　前記複数の探索範囲それぞれの中心位置を、隣接する探索範囲内の輪郭点の位置に応じ
て決定させることと、
　前記複数の探索範囲の中の特定の探索範囲の中心位置を、操作者により指定された位置
に従って決定させることと、
　を特徴とする超音波診断装置の制御方法。
【請求項１７】
　前記操作者により設定されたレンダリング領域のうち、レンダリング処理が実行される
領域とレンダリング処理から除外される領域との境界を示すカットラインを決定させるこ
とをさらに具備し、
　前記カットラインを決定させることは、
　前記断面画像上で決定させた輪郭点に基づいて前記対象物の輪郭を近似させることと、
　前記近似させた輪郭と前記レンダリング領域の両端に位置する端線との交点の座標を決
定させることと、
　前記決定された交点の座標と前記指定された位置の座標とを通るように前記カットライ
ンを決定させることと、
　を特徴とする請求項１６記載の超音波診断装置の制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、レンダリング機能を有する超音波診断装置、及びレンダリング機
能を有する超音波診断装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の超音波診断装置は、３次元画像データ（以下ボリュームデータと呼ぶ）を得るこ
とができる。得られたボリュームデータは、２次元画像を作成する処理（以下レンダリン
グ処理と呼ぶ）に利用される。以下、ボリュームデータに基づいてレンダリング処理によ
り発生される２次元画像のことを、レンダリング画像と呼ぶ。レンダリング処理が行われ
る範囲（以下レンダリング処理範囲と呼ぶ）は、レンダリング処理範囲を設定しないとき
と比べて高精細なレンダリング画像を得るために、ボリュームデータの１断面画像上に設
定される。
【０００３】
　レンダリング処理範囲は、操作者によりボリュームデータの断面画像上の１点が指定さ
れることで決定される。このとき、断面画像上で予め設定された２定点と操作者により設
定された１点とを通る線は、レンダリング処理範囲とレンダリング処理に用いられない領
域との境界を示す境界線となる（例えば、図１０）。レンダリング処理範囲に関する境界
線は、表示画面に表示されたレンダリング処理の対象物の輪郭を操作者が指定することに
よって、決定されてもよい。また、レンダリング処理範囲に関する境界線は、超音波走査
線上の輝度値を積分したグラフの傾きから低エコー成分を検出することにより決定されて
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もよい。
【０００４】
　しかしながら、操作者により指定された１点と断面画像上で予め設定された２定点とを
通る線を境界線とすることについて、レンダリング処理の対象となる物（以下対象物と呼
ぶ）の輪郭と境界線の形状とが合わない場合、レンダリング処理において対象物の欠落、
またはレンダリング処理に関連しない物体の不十分な除去により、高精細なレンダリング
画像が得られない問題がある。また、レンダリング処理の対象物の輪郭を操作者が指定す
ることは、操作の煩雑さにより操作者に対する検査の負担の増大、および検査効率の低下
を招く問題がある。対象物と骨などのレンダリング処理に関連しない物体との判別が困難
な場合、低エコー成分を検出することが困難なため、レンダリング処理範囲の境界線の決
定は困難となる問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１―１４５６３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　目的は、対象物の輪郭を決定することにより、レンダリング処理範囲とレンダリング処
理に用いられない領域との境界を示す境界線を決定することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、超音波プローブと、前記超音波プローブを介して
、被検体へ向けて超音波を送信し、前記送信された超音波に対応する反射波を前記被検体
から受信し、前記受信した反射波に基づいて受信信号を発生する送受信部と、前記受信信
号に基づいて前記被検体の断面画像を発生する断面画像発生部と、前記断面画像上におけ
る対象物の輪郭上の輪郭点を探索するための複数の探索範囲を、前記断面画像上に設定す
る探索範囲設定部と、前記探索範囲に含まれる画素の輝度値に基づいて、前記輪郭点を決
定する輪郭点決定部とを具備し、前記探索範囲設定部は、前記複数の探索範囲それぞれの
中心位置を、隣接する探索範囲内の輪郭点の位置に応じて決定し、前記複数の探索範囲の
中の特定の探索範囲の中心位置を、操作者により指定された位置に従って決定すること、
を特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示す図である。
【図２】第１の実施形態に係り、断面画像に設定された探索範囲から対象物の輪郭点を決
定する手順を示すフローチャートである。
【図３】第１の実施形態に係り、操作者により指定された点と、決定された対象物の輪郭
とを示す図である。
【図４】第１の実施形態に係り、探索範囲の中心位置が、隣接する探索範囲内の輪郭点の
位置に応じて決定される概略の一例を示す図である。
【図５】第１の実施形態に係り、操作者により指定された点と決定された対象物の輪郭と
を示す図である。
【図６】第２の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示す図である。
【図７】第２の実施形態に係り、決定された輪郭点に基づいて、カットラインを決定する
手順を示すフローチャートである。
【図８】第２の実施形態に係り、図７のフローチャートにおける処理の一部に関する概略
を、断面画像に示す概略図である。
【図９】第２の実施形態に係り、レンダリング処理範囲と、レンダリング処理から除去さ
れる除去領域とを示す図である。
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【図１０】従来の１点指定によるレンダリング処理範囲と、レンダリング処理から除去さ
れる除去領域との境界線を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照しながら本実施形態に係わる超音波診断装置を説明する。なお、以下
の説明において、略同一の構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明
は必要な場合にのみ行う。
【００１０】
　（第１の実施形態）　
　図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している。同図
に示すように、超音波診断装置１は、超音波プローブ１１、送受信部２１、Ｂモード処理
部２３、ドプラ処理部２５、ボリュームデータ発生部２７、断面画像発生部２９、探索範
囲設定部３１、画素特徴量計算部３３、輪郭点決定部３５、レンダリング画像発生部３７
、画像合成部３９、表示部４１、インターフェース部４３、入力部４５、制御部４７、記
憶部４９を有している。加えて本超音波診断装置には、心電計、心音計、脈波計、呼吸セ
ンサに代表される図示していない生体信号計測部およびネットワークが、インターフェー
ス部４３を介して接続されてもよい。
【００１１】
　超音波プローブ１１は、圧電セラミックス等の音響／電気可逆的変換素子としての圧電
振動子を有する。複数の圧電振動子は並列され、超音波プローブ１１の先端に装備される
。なお、一つの振動子が一チャンネルを構成するものとして説明する。
【００１２】
　送受信部２１は、図示しないレートパルス発生器、送信遅延回路、パルサ、アンプ回路
、Ａ／Ｄ変換器、ビームフォーマ、加算器等を有する。レートパルス発生器では、所定の
レート周波数で送信超音波を形成するためのレートパルスが繰り返し発生される。送信遅
延回路では、チャンネル毎に超音波をビーム状に収束し且つ送信指向性を決定するのに必
要な遅延時間が、各レートパルスに与えられる。パルサは、このレートパルスに基づくタ
イミングで、所定のスキャンラインに向けて超音波ビームが形成されるように、振動子毎
に駆動パルスを印加する。アンプ回路は、超音波プローブ１１を介して取り込まれた被検
体からのエコー信号をチャンネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器は、アナログ信号である増
幅されたチャンネル毎のエコー信号をディジタル信号に変換する。ビームフォーマは、デ
ィジタル信号に変換されたエコー信号に、受信指向性を決定するために必要な遅延時間を
与える。加算器は、制御部４７からの受信遅延パターンに従って複数のエコー信号を加算
する。この加算により受信指向性に応じた方向からの反射成分が強調される。この送信指
向性と受信指向性とにより超音波送受信の総合的な指向性が決定される（この指向性によ
り、いわゆる「超音波走査線」が決まる。）。
【００１３】
　Ｂモード処理部２３は、送受信部２１からエコー信号を受け取り、対数増幅、包絡線検
波処理などを施し、信号強度が輝度の明るさで表現されるＢモードデータを生成する。生
成されたＢモードデータは、ボリュームデータ発生部２７において、所定の処理を受ける
。
【００１４】
　ドプラ処理部２５は、送受信部２１からエコー信号に基づいてドプラ処理を行う。ドプ
ラ処理とは、速度情報を周波数解析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分
を抽出し、平均速度、分散、パワー等の血流情報の計算を含む処理である。ドプラ処理さ
れたデータ（以下ドプラデータと呼ぶ）は、ボリュームデータ発生部２７において、所定
の処理を受ける。
【００１５】
　ボリュームデータ発生部２７は、Ｂモード処理部２３からのＢモードデータまたは、ド
プラ処理部からのドプラデータを位置情報に従って専用のメモリに配置（配置処理）する
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。続いて、ボリュームデータ発生部２７は、超音波走査線間のＢモードデータもしくはド
プラデータを補間する（補間処理）。配置処理と補間処理とによって、複数のボクセルか
ら構成されるボリュームデータが発生される。各ボクセルは、由来するＢモードデータも
しくはドプラデータの強度に応じたボクセル値を有する。なお、ボリュームデータ発生部
２７へ入力される前のデータを「生データ」と呼ぶ。
【００１６】
　断面画像発生部２９は、ボリュームデータ発生部２７で発生されたボリュームデータに
基づいて、被検体の断面画像を発生する。発生された断面画像は、表示部４１に表示され
る。被検体に関する断面画像の位置は、入力部４５を介した操作者の指示により、決定さ
れる。例えば、レンダリング処理範囲の決定において、被検体の体表面と断面画像上の対
象物の輪郭との距離が最も短くなるような断面画像が、入力部４５を介して操作者により
決定される。操作者により決定された断面画像は、表示部４１に表示される。
【００１７】
　探索範囲設定部３１は、断面画像上に表示された対象物の輪郭上の輪郭点を探索するた
めの複数の探索範囲を、表示部４１に表示された被検体の断面画像に設定する。なお、複
数の探索範囲を設定可能な断面画像上の領域は、操作者により設定されてもよい。探索範
囲は、断面画像における複数の画素を有する予め設定された範囲である。以下説明を簡便
にするため、所定の範囲は、表示画面に表示された断面画像の超音波プローブ側を上端側
、表示画面の上端側に対向する表示画面の下端を下端側として、表示画面の水平方向に直
行し、上端側から下端側に並ぶ複数の画素の一部（以下画素列と呼ぶ）であるとする。画
素列に含まれる画素は、少なくとも２以上の画素であるとする。なお、画素列に含まれる
画素数は、入力部４５を介して、操作者により変更可能である。なお、所定の範囲は、ｎ
およびｍを２以上の整数としてｎ行ｍ列の複数の画素としてもよい。また、探索範囲設定
部３１は、後述する輪郭点決定部３５により対象物の輪郭点が決定不能であった場合、上
端側と下端側とのうち少なくと一方について、探索範囲を拡張させてもよい。なお、探索
範囲の拡張は、１画素でもよいし、予め設定された複数の画素数でもよい。以下、探索範
囲を断面画像に設定する一例を説明する。
【００１８】
　探索範囲設定部３１は、探索範囲の中心位置を、入力部４５を介して操作者により指定
された断面画像の位置に従って決定する。具体的には、探索範囲設定部３１は、操作者に
より指定された位置に対する表示画面の水平方向に沿った隣の座標を、探索範囲の中心位
置として決定する。なお、探索範囲設定部３１は、上記隣の座標に対して表示画面の上端
側、または表示画面の下端側に、所定の画素数を移動させた座標を、探索範囲の中心位置
としてもよい。また、探索範囲設定部３１は、上記隣の座標を、探索範囲に含まれる任意
の位置として決定してもよい。
【００１９】
　探索範囲設定部３１は、探索範囲の中心位置を、隣接する探索範囲内で後述する輪郭点
決定部３５により決定された輪郭点の位置に従って決定する。具体的には、探索範囲設定
部３１は、輪郭点決定部３５により隣接する探索範囲内で決定された対象物の輪郭点に対
する水平方向に沿った隣の座標（以下輪郭隣接座標と呼ぶ）を、探索範囲の中心位置とし
て決定する。なお、探索範囲設定部３１は、上記隣の座標に対して表示画面の上端側、ま
たは表示画面の下端側に、所定の画素数を移動させた座標を、探索範囲の中心位置として
もよい。また、探索範囲設定部３１は、上記隣の座標を、探索範囲に含まれる任意の位置
として決定してもよい。なお、探索範囲設定部３１は、後述する輪郭点決定部３５で決定
された第１の輪郭点の座標と、第１の輪郭点に基づいて輪郭点決定部３５で決定された第
２の輪郭点の座標とに基づいて、第１の輪郭点と第２の輪郭点とを通る直線の傾きを計算
する。計算された直線の傾きにより、輪郭隣接座標を、探索範囲の中心位置として決定し
てもよい。
【００２０】
　画素特徴量計算部３３は、探索範囲設定部３１により断面画像上に設定された探索範囲
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に含まれる複数の画素それぞれについて、画素特徴量を算出する。探索範囲内の画素特徴
量は、例えば、画素の輝度値、隣り合う画素の輝度値の差分値、隣り合う画素の輝度値の
差分値についての絶対値などである。以下、説明を簡便にするため、画素特徴量は輝度値
であるとする。画素の輝度値について説明する。表示画面における画素は、３原色の各原
色（赤、緑、青）で独立した輝度情報を有する３つのサブ画素で構成される。以下、赤の
輝度情報に対応する値をＲ、緑の輝度情報に対応する値をＧ、青の輝度情報に対応する値
をＢとする。輝度値は、Ｒに０．２９８９１を乗じた値と、Ｇに０．５８６６１を乗じた
値と、Ｂに０．１１４４８を乗じた値とを加算することにより決定される。すなわち、画
素特徴量計算部３３は、探索範囲内の画素それぞれについて、Ｒ×０．２９８９１＋Ｇ×
０．５８６６１＋Ｂ×０．１１４４８を計算することにより輝度値を算出する。
【００２１】
　なお、画素特徴量計算部３３は、計算された画素それぞれの輝度値を用いて、隣り合う
画素の輝度値の差分値を算出してもよい。この差分値は、上端側の画素の輝度値から下端
側の輝度値を減算した値とする。なお、上記差分値は、下端側の画素の輝度値から上端側
の輝度値を減算した値としてもよい。また、画素特徴量計算部３３は、上記差分値に対し
て絶対値を算出してもよい。なお、画素特徴量計算部３３は、断面画像の濃淡を示す画素
の特徴量を算出してもよい。画素特徴量計算部３３は、算出された探索範囲内の画素特徴
量を後述する記憶部４９に記憶させる。画素特徴量計算部３３は、探索範囲設定部３１に
より探索範囲が拡張されたとき、拡張された探索範囲に新たに含まれる画素に対して、画
素特徴量を算出する。新たに算出された画素特徴量は、記憶部４９に記憶させる。
【００２２】
　輪郭点決定部３５は、探索範囲における上端側から下端側に向けて、記憶部４９に記憶
された輝度値を所定の閾値と比較し、初めて所定の閾値以上となる輝度値を有する画素の
座標を、対象物の輪郭点として決定する。輪郭点決定部３５は、探索範囲内の全ての画素
が所定の閾値未満である場合、輪郭点の探索を終了させる。なお、輪郭点決定部３５は、
探索範囲内の全ての画素が所定の閾値未満である場合、探索範囲設定部３１により拡張さ
れた探索範囲に新たに含まれる画素の輝度値と所定の閾値とを比較し、所定の閾値以上と
なる輝度値を有する画素の座標を、対象物の輪郭点として決定してもよい。輪郭点決定部
３５は、輪郭点の探索を終了させた後、予め設定された曲線に基づいて、対象物の輪郭点
を決定してもよい。
【００２３】
　具体的には、輪郭点決定部３５は、まず、探索範囲における最上端側の画素の輝度値を
所定の閾値と比較する。この比較された輝度値が所定の閾値以上である場合、輪郭点決定
部３５は、探索範囲における最上端側の画素の座標に対して１つ上端側の座標を、対象物
の輪郭点として決定する。なお、輪郭点決定部３５は、探索範囲における最上端側の画素
の座標に対して予め設定された整数に対応する上端側の座標を、対象物の輪郭点として決
定してもよい。この比較された輝度値が所定の閾値以下である場合、輪郭点決定部３５は
、比較された画素の下端側に隣り合う探索範囲内の画素の輝度値を記憶部４９から読み出
し、上記所定の閾値と比較する。この比較された輝度値が所定の閾値以上である場合、輪
郭点決定部３５は、比較された輝度値を有する画素の座標に対して１つ上端側の座標を、
対象物の輪郭点として決定する。なお、輪郭点決定部３５は、探索範囲における最上端側
の画素の座標に対して予め設定された整数に対応する上端側の座標を、対象物の輪郭点と
して決定してもよい。輪郭点決定部３５は、以上の処理を、探索範囲内における複数の画
素それぞれの輝度値について、所定の閾値以上となる輝度値が現れるまで繰り返す。
【００２４】
　なお、輪郭点決定部３５は、操作者により指定された断面画像の位置を含む超音波走査
線上の所定の範囲の複数の画素それぞれの輝度値と所定の閾値とを、上端側から下端側に
向けて輝度値ごとに比較し、初めて所定の閾値以上となる輝度値を有する画素を輪郭点と
して決定してもよい。なお、輪郭点決定部３５は、探索範囲内の隣り合う２つの画素の輝
度値の差分値、またはこの差分値の絶対値を、所定の閾値と比較する。輪郭点決定部３５
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は、上端側から下端側に向けて初めて所定の閾値以上となる差分値または絶対値に関する
隣り合う２つの画素のうち、輝度値が低い方の画素を輪郭点として決定してもよい。
【００２５】
　レンダリング画像発生部３７は、ボリュームデータについてレンダリング処理を行うこ
とにより、レンダリング画像を発生する。レンダリング処理としては、レイキャスティン
グ法によるボリュームレンダリング（Ｖｏｌｕｍｅ　Ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ）、およびサー
フェスレンダリング（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ）などがある。レンダリング
画像発生部３７は、これらの処理を用いて発生された超音波スキャンの走査線信号列を、
テレビなどに代表される一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャンコ
ンバータ）し、レンダリング画像としての超音波画像を発生する。
【００２６】
　レンダリング画像発生部３７は、輪郭点決定部３５で決定された対象物の輪郭点に基づ
いて、レンダリング処理範囲を制限する。レンダリング画像発生部３７は、制限されたレ
ンダリング処理範囲に含まれるボリュームデータに基づいて、対象物に関するレンダリン
グ画像を発生する。具体的には、レンダリング画像発生部３７は、輪郭点を結んだ対象物
の輪郭を発生する。レンダリング画像発生部３７は、ボリュームデータ内の断面画像に対
応する断面に垂直な方向に沿って、対象物の輪郭を平行移動させた対象物を含まない領域
（以下除去領域と呼ぶ）を、レンダリング処理に用いるボリュームデータから除外する。
なお、レンダリング画像発生部３７は、除去領域に含まれる画素の不透明度を、０として
もよい。レンダリング画像発生部３７は、ボリュームデータから除去領域を除外したレン
ダリング処理範囲に対してレンダリング処理を実行する。
【００２７】
　画像合成部３９は、輪郭点決定部３５で決定された対象物の輪郭点を結んだ輪郭を、断
面画像発生部２９により発生された断面画像としての超音波画像に重ねる。これにより操
作者は、輪郭点決定部３５で決定された輪郭点の集合を対象物の輪郭として確認すること
ができる。画像合成部３９は、断面画像に重ねられた対象物の輪郭を、入力部４５を介し
た操作者の指示に従って、上端側に平行移動させてもよい。平行移動された輪郭（以下平
行移動輪郭と呼ぶ）は、対象物に関する微細な表面形状を画像化させる際など、対象物の
輪郭と平行移動輪郭との間に間隔が必要な場合に利用される。画像合成部３９は、断面画
像に重ねられた対象物の輪郭の一部を、入力部４５を介した操作者の指示に従って修正す
る。画像合成部３９は、レンダリング画像発生部３７で発生されたレンダリング画像、お
よび断面画像発生部２９で発生された断面画像などに、種々のパラメータ、図示していな
い生体信号計測部から受け取った生体信号（例えば、心電波形、心音波形、脈波波形、呼
吸曲線など）、目盛り等とを合成し、合成した画像をビデオ信号として表示部４１に出力
する。
【００２８】
　表示部４１は、画像合成部３９からのビデオ信号に基づいて、レンダリング画像、およ
び断面画像等の超音波画像を表示する。
【００２９】
　インターフェース部４３は、入力部３５、ネットワーク、図示していない外部記憶装置
および生体信号計測部に関するインターフェースである。本超音波診断装置１によって得
られた超音波画像等のデータや解析結果等は、インターフェース部４３を介して、ネット
ワークを介して他の装置に転送可能である。
【００３０】
　入力部４５は、インターフェース部４３に接続され操作者からの各種指示・命令・情報
・選択・設定を本超音波診断装置に取り込む。入力部４５は、図示していないトラックボ
ール、スイッチボタン、マウス、キーボード等の入力デバイスを有する。入力デバイスは
、表示画面上に表示されるカーソルの座標を検出し、検出した座標を制御部４７に出力す
る。なお、入力デバイスは、表示画面を覆うように設けられたタッチパネルでもよい。こ
の場合、入力部４５は、電磁誘導式、電磁歪式、感圧式等の座標読み取り原理でタッチ指
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示された座標を検出し、検出した座標を制御部４７に出力する。入力部４５は、操作者に
よる入力デバイスの操作に従って、断面画像発生部２９により発生される表示画像の断面
位置及び断面方向の少なくとも一方、またはレンダリング処理のための視線位置及び視線
方向の少なくとも一方を入力する。また、操作者が入力部４５の終了ボタンやＦＲＥＥＺ
Ｅボタンを操作すると、超音波の送受信は終了し、本超音波診断装置１は一時停止状態と
なる。
【００３１】
　制御部４７は、操作者により入力部４５から入力されたモード選択、ＲＯＩ設定、受信
遅延パターンリストの選択、送信開始・終了に基づいて、記憶部４９に記憶された送受信
条件と装置制御プログラムを読み出し、これらに従って、本超音波診断装置を制御する。
制御部４７は、断面画像発生部２９で発生された断面画像の対象物の輪郭を決定させる機
能（後述する輪郭決定機能）を実現するための専用プログラム、所定の画像生成・表示等
を実行するための制御プログラムを、記憶部４９から読み出して自身が有するメモリ上に
展開し、各種処理に関する演算・処理等を実行する。制御部４７は、輪郭決定機能に関す
る各種制御を、超音波診断装置の各構成要素に対して実行する。
【００３２】
　記憶部４９は、フォーカス深度の異なる複数の受信遅延パターン、当該装置の制御プロ
グラム、診断プロトコル、送受信条件等の各種データ群、Ｂモード処理部２３やドプラ処
理部２５において走査方向単位で生成されたＢモードデータとドプラデータ、ボリューム
データ発生部２７で発生されたボリュームデータ、断面画像発生部２９で発生された断面
画像、レンダリング画像発生部３７で発生されたレンダリング画像、画像合成部３９で合
成された画像、輪郭点決定部３５で用いられる所定の閾値、輪郭決定機能を実現するため
の専用プログラム等を格納する。
【００３３】
　　（輪郭点決定機能）　
　輪郭点決定機能とは、断面画像発生部２９で発生された断面画像に対して、レンダリン
グ処理範囲に含まれる対象物の輪郭を決定する機能である。以下、輪郭点決定機能に従う
処理（以下輪郭点決定処理と呼ぶ）を説明する。以下の説明を具体的にするために、断面
画像上の対象物は胎児とする。　
　図２は、輪郭点決定処理の流れを示すフローチャートである。　
　被検体に対する超音波送受信に先立って、入力部４５を介した操作者の指示により、患
者情報の入力、送受信条件、探索範囲、輪郭点の探索終了条件、種々の超音波データ収集
条件の設定や更新を行う。これらの設定や更新は、記憶部４９に保存される。これらの入
力／選択／設定が終了したならば、術者は超音波プローブ１１を被検体体表面の所定の位
置に当接する。次いで制御部４７が、ＥＣＧ波形と同期しながら複数心拍に亘って、超音
波を送信し、送信された超音波に対応する反射波の受信（すなわち超音波スキャン）を実
行する（ステップＳａ１）。なお、ステップＳａ１における同期は、心音波形、脈波波形
および呼吸曲線などとの同期でもよい。
【００３４】
　受信された反射波の受信に基づく受信信号は、Ｂモード処理部２３もしくはドプラ処理
部２５へ送られる。受信信号を用いて、Ｂモードデータもしくはドプラデータが生成され
る。生成されたＢモードデータもしくはドプラデータは、ボリュームデータ発生部２７へ
送られる。Ｂモードデータもしくはドプラデータを用いて、ボリュームデータが発生され
る（ステップＳａ２）。断面画像発生部２９へ送られた発生されたボリュームデータおよ
び入力部４５を介した操作者の指示により、被検体の断面画像が発生される。発生された
断面画像は、表示部４１の表示画面に表示される（ステップＳａ３）。
【００３５】
　断面画像内における胎児の輪郭上の輪郭点が、表示部４１に表示された断面画像上に、
入力部４５を介した操作者の指示に従って１点指定される（ステップＳａ４）。探索範囲
の中心位置が、決定された輪郭上の点に隣接する座標に設定される（ステップＳａ５）。
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設定された探索範囲に含まれる複数の画素それぞれの輝度値が算出される。算出された輝
度値が記憶部４９に保存される（ステップＳａ６）。探索範囲内における最上端側の画素
の輝度値が、記憶部４９から読み出される（ステップＳａ７）。記憶部４９から読み出さ
れた輝度値と所定の閾値とが比較される（ステップＳａ８）。記憶部４９から読み出され
た輝度値が所定の閾値以上であれば、記憶部４９から読み出された輝度値を有する画素の
座標に基づいて、胎児の輪郭上の輪郭点が決定される（ステップＳａ９）。記憶部４９か
ら読み出された輝度値を有する画素の座標に対して、一つ上端側の座標が、胎児の輪郭点
として決定される。ステップＳａ９の後、ステップＳａ５乃至ステップＳａ８までの処理
が繰り返される。
【００３６】
　記憶部４９から読み出された輝度値が所定の閾値未満でかつ、探索範囲に含まれる複数
の画素それぞれに対応した輝度値全てと所定の閾値との比較が終了していないならば（ス
テップＳａ１０）、所定の閾値と比較された画素に関して下端側で隣り合う画素の輝度値
が、記憶部４９から読み出される（ステップＳａ１１）。ステップＳａ１１の後、ステッ
プＳａ８とステップＳａ１０との処理が繰り返される。探索範囲に含まれる複数の画素そ
れぞれに対応した輝度値全てと、所定の閾値との比較が終了しているならば（ステップＳ
ａ１０）、胎児の輪郭点の探索を終了するか否かが判定される（ステップＳａ１２）。胎
児の輪郭点の探索の終了条件に達していないならば、探索範囲が拡張される（ステップＳ
ａ１３）。なお、輪郭点の探索の終了条件とは、例えば、複数の探索範囲を設定するため
の予め設定された断面画像上の領域、または探索範囲に所定の閾値以上の輝度値を有する
画素がないことなどである。ステップＳａ１３の後、拡張された探索範囲に新たに含まれ
る画素それぞれの輝度値が計算され、記憶部４９に新たに保存される（ステップＳａ１４
）。ステップＳａ１４の後、ステップＳａ７乃至ステップＳａ１３が繰り返される。
【００３７】
　図３は、表示部４１の表示画面に表示された胎児の断面画像と、本超音波診断装置１に
より決定された胎児の輪郭を示す図である。図３の４００は、表示画面に表示された胎児
の断面画像を示している。図３の点４０１は、操作者の指示に従って断面画像内に指定さ
れた（ステップＳａ４）胎児の輪郭上の輪郭点である。図３の線４０２は、輪郭点決定部
により決定された胎児の輪郭点を結んだ胎児の輪郭を示している。図３の線４０２より表
示画面の下端側は、レンダリング処理される領域を示している。
【００３８】
　図４は、探索範囲の中心位置が、隣接する探索範囲内の輪郭点の位置に応じて決定され
る一例を示す図である。図４における個々の升目は、断面画像５００における画素を示し
ている。断面画像５００における水平方向をＸ軸、水平方向に垂直な方向をＹ軸とする。
各軸の正の方向は、図４における各軸の矢印の方向に設定される。図４における横軸のＸ
方向に並んでいる数字は、画素に対するＸ座標を示している。図４における縦軸のＹ方向
に並んでいる数字は、画素に対するＹ座標を示している。以下、Ｘ軸の正の方向について
の対象物の輪郭点の決定について説明する。なお、Ｘ軸の負の方向についての対象物の輪
郭点の決定については、Ｘ軸の正の方向についての対象物の輪郭点の決定と比較して、以
下で説明する輪郭検出方向が反対となるだけなので、説明を省略する。
【００３９】
　図４の点５０１は、操作者の指示に従って断面画像内に指定された対象物の輪郭上の輪
郭点である。点５０１の座標を（ｘ０、ｙ０）とする。図４の座標において、ｘ０は１、
ｙ０は７である（ｘ０＝１、ｙ０＝７）。輪郭検出方向（Ｘ軸の正の方向）に沿った点５
０１の隣の点５０２の座標（以下輪郭隣接座標と呼ぶ）をｘ＝２における探索範囲５０４
の中心位置として、ｘ＝２における探索範囲５０４が設定される。図４において、隣接輪
郭座標である点５０２の座標は、（ｘ０＋１、ｙ０）である。図４における探索範囲は、
Ｙ軸に沿って７画素であるとする。画素特徴量計算部３３は、（ｘ０＋１、ｙ０＋Ｎ）の
範囲（－ｎ≦Ｎ≦ｎ：ｎ＝３）に含まれる７画素それぞれの輝度値を算出し、記憶部４９
に記憶させる。対象物の輪郭では、対象物の音響インピーダンスと対象物の外側のインピ
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ーダンスとの差が大きくなるため、反射エコーが多くなる。従って、対象物の輪郭の輝度
値は、対象物の外側の輝度値に比べて高くなる。この対象物の輪郭の輝度値に対応する所
定の閾値が予め記憶部４９に記憶される。なお、所定の域値は、入力部４５を介して操作
者により変更可能である。
【００４０】
　ｘ＝２における探索範囲５０４のうち、Ｙ座標が小さいもの（ｙ＝４）から順に輝度値
と所定の閾値とが比較される。所定の閾値以上の輝度値を有する座標が、最初に検出され
る（ｘ＝２、ｙ＝５）。この検出された座標に比べてＹ座標の１小さい座標（ｘ＝２、ｙ
＝４）が、ｘ＝２における対象物の輪郭の座標５０３として決定される。続いて、輪郭の
座標５０３（ｘ＝２、ｙ＝４）の隣の輪郭隣接座標である点５０５をｘ＝３における探索
範囲５０５の中心位置として、ｘ＝３における探索範囲５０５が設定される。以下同様に
して、輪郭検出方向に沿って、対象物の輪郭点が決定される。
【００４１】
　なお、閾値判定により検出された座標のＹ座標を１減じることは、レンダリング処理に
おいて、対象物を削り過ぎたボリュームデータを用いないために行われる。また、閾値判
定により検出された座標のＹ座標から２以上の整数を減じた座標が、対象物の輪郭点とし
て決定されるようにしてもよい。また探索範囲に含まれる複数の画素それぞれに対応する
輝度値全てが、所定の閾値未満である場合、探索範囲は、例えばＹ軸に沿って所定の画素
数だけ拡張されてもよい。また探索範囲に含まれる複数の画素それぞれに対応する輝度値
全てが、所定の閾値未満である場合、対象物の輪郭点の探索を終了させることにより、境
界線を図３の４０３のように表示画面の上端部まで設定させることも可能である。なお、
Ｘ＝３における探索範囲の中心位置は、輪郭点５０１と輪郭点５０３とに基づいて計算さ
れる直線の傾きに基づいて決定されてもよい。また、操作者により指定された点が、図４
における対象物の輪郭点から離れている場合（例えば図４の座標（ｘ＝1、ｙ＝1）など）
、指定された点を中心位置として探索範囲が設定される。設定された探索範囲に含まれる
複数の画素それぞれの輝度値と所定の閾値とが比較されることにより、対象物の輪郭点が
決定されてもよい。
【００４２】
　図５は、操作者により指定された点５０１と、輪郭点決定部３５により決定された輪郭
点の集合５５５とを、断面画像上に表示させた図である。線５５６は、レンダリング処理
範囲とレンダリング処理が行われない領域との従来の境界線である。
【００４３】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
　本超音波診断装置によれば、操作者により選択された被検体の断面画像に、対象物の輪
郭点を指定する操作により、対象物の輪郭が決定される。決定された対象物の輪郭に基づ
いて、レンダリング処理範囲を制限することにより、レンダリング処理範囲に含まれるボ
リュームデータに基づいて、対象物のレンダリング画像が発生される。特に、対象物が胎
児である場合、胎児前面のノイズ成分となる胎盤、羊水中の浮遊物をレンダリング範囲か
ら除去できることと、閾値判定により検出されたＹ座標に所定の整数を加算することによ
って対象物の欠落を防げることとから、従来に比べ高精細なレンダリング画像を得ること
ができる。また、輪郭点の探索範囲が胎児等の対象物の輪郭表面近傍に設定され、探索範
囲に含まれる画素数は従来に比べて少ないので、装置の処理量が軽減され、検査効率が向
上する。また、操作者は、断面画像上に１点を指定するだけでよいので、操作者の負担が
軽減される。
【００４４】
　（第２の実施形態）　
　以下、図面を参照して、第２の実施形態を説明する。　
　第１の実施形態との相違は、第１の実施形態で決定された輪郭点に基づいて対象物の輪
郭を近似し、近似された輪郭とレンダリング領域の両端に位置する端線との交点を算出し
、交点と操作者により指定された点とに基づいてレンダリング処理範囲を制限するカット
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ラインを決定することである。
【００４５】
　図６は、本実施形態に係る超音波診断装置のブロック構成図を示している。　
　以下、第２の実施形態と第１の実施形態との構成要素において、異なる動作を行う構成
要素およびカットライン決定部５１について説明する。
【００４６】
　カットライン決定部５１は、レンダリング処理が適用される領域とレンダリング処理か
ら除外される領域との境界を示すカットラインを決定する。カットライン決定部５１は、
断面画像上で決定された輪郭点に基づいて対象物の輪郭を近似する。対象物の輪郭の近似
は、複数の直線または曲線であってもよい。なお、対象物の輪郭の近似は、対象物の輪郭
点を用いて、多項式でフィッティングさせてもよい。カットライン決定部５１は、近似さ
れた輪郭とレンダリング領域の両端に位置する端線との交点の座標を決定する。カットラ
イン決定部５１は、決定された交点の座標と操作者により指定された位置の座標とを通る
ようにカットラインを決定する。
【００４７】
　カットライン決定部５１は、制御部４７による制御の下で、対象物の輪郭の近似を以下
手順で実行されてもよい。カットライン決定部５１は、操作者により指定された位置（以
下指定点と呼ぶ）から表示画面の下端に垂直に下ろした直線に従って、断面画像のレンダ
リング領域を第１の領域と第２の領域とに分割する。カットライン決定部５１は、第１の
領域における輪郭点の座標に基づいて、対象物の輪郭を第１の直線で近似する。なお第１
の直線は、第１の領域内の輪郭点を用いて最小二乗法により決定されてもよい。カットラ
イン決定部５１は、指定点を通り第１の直線の傾きを有する直線と、第１の領域の端に位
置しレンダリング領域を分割した直線の反対側の端線との交点（以下第１の交点と呼ぶ）
の座標を決定する。
【００４８】
　カットライン決定部５１は、第２の領域における輪郭点の座標に基づいて、対象物の輪
郭を第２の直線で近似する。なお第２の直線は、第２の領域内の輪郭点を用いて最小二乗
法により決定されてもよい。カットライン決定部５１は、指定点を通り第２の直線の傾き
を有する直線と、第２の領域の端に位置しレンダリング領域を分割した直線の反対側の端
線との交点（以下第２の交点と呼ぶ）の座標を決定する。カットライン決定部５１は、指
定点の座標と第１の交点の座標と第２の交点の座標とを通るようにカットラインを決定す
る。カットラインは、指定点と第１の交点とを結ぶ直線と、指定点と第２の交点とを結ぶ
直線とにより構成される。なお、カットラインは、指定点と第１の交点とを結ぶ第１の曲
線と、指定点と第２の交点とを結ぶ第２の曲線とにより構成されてもよい。また、第１の
曲線は、指定点と第１の交点とを結ぶ直線の傾きを２倍にした傾きを有し第１の交点を通
る直線に、接するように決定されてもよい。また、第２の曲線は、指定点と第２の交点と
を結ぶ直線の傾きを２倍にした傾きを有し第２の交点を通る直線に、接するように決定さ
れてもよい。
【００４９】
　レンダリング画像発生部３７は、カットライン決定部５１で決定されたカットラインに
基づいて、レンダリング処理範囲を制限する。レンダリング画像発生部３７は、制限され
たレンダリング処理範囲に含まれるボリュームデータに基づいて、対象物に関するレンダ
リング画像を発生する。
【００５０】
　画像合成部３９は、カットライン決定部５１で決定されたカットラインを、断面画像発
生部２９により発生された断面画像としての超音波画像に重ねる。これにより操作者は、
カットライン決定部５１で決定されたカットラインを確認することができる。
【００５１】
　表示部４１は、画像合成部３９からのビデオ信号に基づいて、レンダリング画像、およ
び断面画像にカットラインを重ねた画像等の超音波画像を表示する。
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【００５２】
　入力部４５は、操作者により選択されたカットラインの線種などを入力する。
【００５３】
　制御部４７は、断面画像発生部２９で発生された断面画像の対象物のカットラインを決
定させる機能（後述するカットライン決定機能）を実現するための専用プログラム、所定
の画像生成・表示等を実行するための制御プログラムを、記憶部４９から読み出して自身
が有するメモリ上に展開し、各種処理に関する演算・処理等を実行する。制御部４７は、
カットライン決定機能に関する各種制御を、超音波診断装置の各構成要素に対して実行す
る。
【００５４】
　記憶部４９は、指定点の座標、輪郭点に基づいて最小二乗法を実行するためのプログラ
ム、輪郭点をフィッティングするための複数の曲線、カットライン決定部５１で決定され
た第１の直線の傾きおよび第２の直線の傾き、カットライン決定部５１で決定された第１
の交点および第２の交点、カットライン決定機能を実現するためのプログラムなどを記憶
する。
【００５５】
　（カットライン決定機能）　
　カットライン決定機能とは、断面画像に対して、レンダリング処理範囲が適用される領
域とレンダリング処理から除外される領域との境界を示すカットラインを決定する機能で
ある。以下、カットライン決定機能に従う処理（以下カットライン決定処理と呼ぶ）を説
明する。以下の説明を具体的にするために、断面画像上の対象物は胎児とする。　
　図７は、第１の実施形態で、胎児の少なくとも２つの輪郭点が決定された後のカットラ
イン決定処理の流れを示すフローチャートである。　
　指定点を通り表示画面下端に垂直な直線が断面画像のレンダリング領域上に設定される
（ステップＳｂ１）。設定された直線に基づいて、レンダリング領域が、第１の領域と第
２の領域とに分割される（ステップＳｂ２）。レンダリング領域に決定された対象物の輪
郭上の点に基づいて、第１の領域における対象物の輪郭を近似した第１の直線が、最小二
乗法により算出される（ステップＳｂ３）。指定点を通り第１の直線の傾きを有する直線
と、第１の領域に位置しレンダリング領域を分割した直線の反対側の端線との第１の交点
の座標が算出される（ステップＳｂ４）。レンダリング領域に決定された対象物の輪郭上
の点に基づいて、第２の領域における対象物の輪郭を近似した第２の直線が、最小二乗法
により算出される（ステップＳｂ５）。指定点を通り第２の直線の傾きを有する直線と、
第２の領域に位置しレンダリング領域を分割した直線の反対側の端線との第２の交点の座
標が算出される（ステップＳｂ６）。指定点と第１の交点と第２の交点とを結ぶカットラ
インが決定される（ステップＳｂ７）。
【００５６】
　図８は、図７のフローチャートにおける処理の一部を、断面画像上に示した図である。
図８ａは、操作者により入力された指定点を示している。図８ｂは、第１の実施形態によ
り決定された胎児の輪郭点に基づいて算出された直線の傾きを有し、上記指定点を通る直
線を示している。図８ｃは、算出された直線とレンダリング領域における端線との交点を
示している。図８ｄは、決定されたカットラインを示している。
【００５７】
　図９は、レンダリング処理範囲とレンダリング処理から除去される除去領域とを示す図
である。図９の矢印の左側は、操作者によって設定されたレンダリング領域を示している
。図９の矢印の右側は、レンダリング領域から本超音波診断装置により決定されたカット
ラインによりレンダリング処理範囲から除去される除去領域と、レンダリング処理範囲と
を示している。
【００５８】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
　本超音波診断装置によれば、操作者により選択された被検体の断面画像に、対象物の輪
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基づいて、対象物の輪郭が近似される。近似された輪郭とレンダリング領域の両端に位置
する端線との交点が算出される。操作者により指定された指定点と算出された交点とを通
るカットラインが決定される。決定されたカットラインにより、除去領域がレンダリン領
域から除去される。これにより、対象物の輪郭点より高輝度な骨の境界を輪郭点として決
定されることなく高精細なレンダリング画像を得ることができる。また、輪郭点の探索範
囲が胎児等の対象物の輪郭表面近傍に設定され、探索範囲に含まれる画素数は従来に比べ
て少ないので、装置の処理量が軽減され、検査効率が向上する。また、操作者は、断面画
像上に１点を指定するだけでよいので、操作者の負担が軽減される。
【００５９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００６０】
　１…超音波診断装置、１１…超音波プローブ、２１…送受信部、２３…Ｂモード処理部
、２５…ドプラ処理部、２７…ボリュームデータ発生部、２９…断面画像発生部、３１…
探索範囲設定部、３３…画素特徴量計算部、３５…輪郭点決定部、３７…レンダリング画
像発生部、３９…画像合成部、４１…表示部、４３…インターフェース部、４５…入力部
、４７…制御部、４９…記憶部、５１…カットライン決定部、４００…断面画像、４０１
…輪郭点、４０２…輪郭、４０３…境界線、５０１…指定された輪郭点、５０２…輪郭隣
接座標、５０３…ｘ＝２における対象物の輪郭の座標、５０４…ｘ＝２における探索範囲
、５０５…輪郭隣接座標、５５５…輪郭点の集合、５５６…従来の境界線
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